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論 文 の 内 容 の 要 旨
　植物は土壌中の塩、低温及び乾燥などの環境ストレスを受けると生長が阻害され、作物においては収量が
著しく低下する事が報告されている。そのため、環境ストレス条件下においても旺盛な生長を維持し、高い
生産性を示す作物の作成及び、その環境ストレス耐性機構の解明は非常に重要であるといえる。モデル植物
であるシロイヌナズナの AtDREB1A遺伝子は植物に環境ストレス耐性を付与する遺伝子群の転写活性調節
因子として機能する事が明らかにされており、この遺伝子を遺伝子導入する事により、heat shock protein な 
どをコードする遺伝子が高発現を示し、高い環境ストレス耐性を植物に付与することが報告されている。我々
の先行研究において、生育初期段階における耐塩性が確認された rd29A::AtDREB1Aを遺伝子導入した遺伝
子組換えバレイショが選抜されている。そこで本研究では、特定網室において遺伝子組換えバレイショにお
ける塊茎の生産性を指標とした栽培試験及び、環境ストレス耐性機構の解明に加え、遺伝子組換え体の屋外
栽培である第一種使用に向けた生物多様性影響評価を行った。
　遺伝子組換えバレイショの塩ストレス条件下での生産性を検証するため特定網室においてポット栽培を行
い、形成された塊茎についての調査を行った。その結果、試験に用いた 2系統の遺伝子組換えバレイショは、
非組換えバレイショが試験開始約 40 日後に枯死し、塊茎をほとんど形成しないような高濃度の塩ストレス
条件下（150 mM NaCl; EC＝ 10.5　±　0.1 mS/cm）においても枯死すること無く、高い塊茎の生産性を示した。
また、塩ストレス条件下における導入遺伝子である AtDREB1A遺伝子の発現解析を RT-PCR法により行った。
その結果、遺伝子組換えバレイショにおいてのみ AtDREB1A遺伝子の発現が確認された。このことから、
当該遺伝子組換えバレイショにおいても AtDREB1A遺伝子の発現によりストレス耐性が付与されたと考え
られる。
　我国では遺伝子組換え体の屋外栽培にあたっては、事前に在来環境への影響を評価する必要がある。そこ
で、前述の試験において耐塩性を示した 2系統の遺伝子組換えバレイショと非組換えバレイショを用いて
homogenized法、鋤込み法によるアレロパシー活性の検定及び、平板希釈法による土壌微生物相に及ぼす影
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響についての調査を行なった。その結果、全ての試験において遺伝子組換えバレイショと非組換えバレイショ
の間で有意な差異が認められなかった。このことから特定網室環境下で生物多様性影響を生じる恐れはない
当該遺伝子組換えバレイショは第一種使用が可能であると考えられる。
　当該遺伝子組換えバレイショにおける環境ストレス耐性に関与する AtDREB1A遺伝子の下流因子の探索
を目的にマイクロアレイ解析を行った。その結果、非組換えバレイショにおいて 3370 個の環境ストレス（乾
燥 :2408、低温 : 1080、塩 ; 1120）により発現が誘導される遺伝子に加え、251 個の AtDREB1A遺伝子組換え
バレイショにおいて高発現を示す遺伝子群を選抜した。更に、これら両実験区において発現量の上昇を示し
た 47 個の遺伝子に関して機能別に分類した結果、15 個の heat shock protein 及び、dehydrinなどをコードす
る遺伝子を選抜した。これら遺伝子の詳細な発現解析を Real-time PCR 方法により行った。その結果、本研
究において耐塩性を示した遺伝子組換えバレイショにおける高発現を確認した。この結果から、当該遺伝子
組換えバレイショにおいても AtDREB1A遺伝子により発現が制御される遺伝子が関与するストレス耐性機
構が存在することが考えられる。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では、AtDREB1A遺伝子を導入した 2系統の遺伝子組換えバレイショが、耐塩性を示すことを確
認した。更に、耐塩性の付与には AtDREB1A遺伝子による、環境ストレス耐性遺伝子の誘導発現が関係す
ると考えられる。また、これら遺伝子組換えバレイショは生物多様性影響を生じる恐れはなく、我国で事例
の少ない第一種使用が可能であると考えられる。規制研究として新規の情報を提供しており、また同質 4倍
体であるバレイショでの遺伝子発現をマイクロアレーで評価した事も新規性が高く今後の発展が期待され
る。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
